
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　和気町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

144.21 100.99 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置 14,564

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 69.61 64.12 3,069 10,127 6.14 1,649.35 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率については、平成２７年度は、支
払利息の減少したことで改善が見られたが、平成２
８年度は、料金収入や繰入金が減少したことで、数
値が悪化した。
　企業債残高対事業規模比率については、近年、横
ばいで推移している。類似団体より低い水準であ
り、投資規模が適正であることが要因としてあげら
れる。
　経費回収率については、平成２７年度に改善した
が、平成２８年度で料金収入が減少したことによ
り、数値が悪化した。類似団体と比べると高い回収
率ではあるが、今後もさらなる適正な維持管理に努
める必要がある。
　汚水処理原価については、平成２８年度に管渠維
持管理費が増加したことで上昇した。類似団体と比
べても、同水準であるが、今後もさらなる適正な維
持管理に努めるとともに、接続率の向上に取り組む
必要がある。
　施設利用率については、近年、減少傾向にある
が、平成２８年度では、やや増加した。類似団体と
比べ高い水準であるが、人口減少に伴う、施設規模
の適正化の検討が必要と考える。
　水洗化率については、ほぼエリア全域に普及して
いるが、一部未接続があり、さらなる普及促進に努
めていきたい。類似団体と比べて、高い理由とし
て、下水道事業への早期取り組みが要因と考えられ
る。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　管渠改善率については、近年、管渠修繕の必要が
なかったことにより、実績がありません。今後にお
いては、下水道の更新計画を策定することが必要で
あると考えている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性に向けて、さらなる維持管理の効率
化で経費削減に努め、適正な料金改定を進める必要
があります。また、施設の老朽化に備え、処理場施
設や管渠等の計画的な更新を進め、健全な事業運営
に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【728.30】

【94.90】【60.09】【137.82】【100.04】

【0.27】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　和気町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

144.21 100.99 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 14,564

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 23.66 88.03 3,069 3,442 1.79 1,922.91 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率については、平成２７年度と比べ
ほぼ横ばいとなっている。なお、平成２６年度は使
用料収入の増加、地方債償還額の減少により改善が
見られたが、平成２７年度以降は地方債償還額の増
加が要因となり、指標が下がっている。
　企業債残高対事業規模比率については、平成２６
年度から上昇しているが、類似団体より低い水準で
あり、投資規模が適正であることが要因と考えられ
る。
　経費回収率については、平成２７年度に比べ減少
している。また、類似団体より高い水準であるが、
適正な使用料収入の確保及び汚水処理費の削減に努
める必要がある。
　汚水処理原価については、人口減少に伴い有収水
量が減少している事が影響し、平成２７年度に比べ
指標が上昇している。今後はさらなる適正な維持管
理に努めるとともに、接続率の向上による有収水量
の増加に取り組む必要がある。
　施設利用率については、近年、概ね横ばい傾向に
ある。また、類似団体より高い水準ではあるが、人
口減少に伴う施設規模の適正化を検討する必要があ
ると考える。
　水洗化率については、ほぼエリア全域に普及して
いるが、一部未接続があり、対象者へ普及促進に努
めていきたい。また、類似団体より、高い理由とし
て、下水道事業への早期取り組みが要因と考えられ
る。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　管渠改善率については、近年では管渠の更新等の
実績がないため、実績がありません。今後において
は、管渠の更新計画の策定を実施し、長期的な視点
で検討する必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性に向け、さらなる維持管理の効率化
を図り、経費削減に努める必要がある。また、料金
の適正な設定及び改定を行うことで経営の健全性を
図る必要がある。なお、施設の老朽化による改築更
新等に備え、処理場、管渠等の長期的な更新計画の
策定を実施し、健全な事業運営に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.11 0.05 0.04 0.07 0.09

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 81.13 80.32 85.19 80.15 80.19

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 113.89 169.88 404.24 901.89 920.42

平均値 1,622.51 1,569.13 1,436.00 1,434.89 1,298.91

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 98.25 87.94 94.56 86.61 71.74

平均値 62.83 64.63 66.56 66.22 69.87

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 163.59 182.73 174.27 191.56 232.65

平均値 250.43 245.75 244.29 246.72 234.96

38.00

40.00

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 46.62 47.20 47.01 47.71 45.61

平均値 42.31 43.65 43.58 41.35 42.90

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 93.14 94.13 94.36 94.83 94.19

平均値 81.30 82.20 82.35 82.90 83.50

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,348.09】

【82.30】【42.17】【232.54】【69.80】

【0.09】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　和気町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

144.21 100.99 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 14,564

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 5.41 100.00 3,069 787 0.37 2,127.03 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率については、地方債償還額及び維
持管理費の減少により、改善が見られる。今後も適
正な維持管理に努めていく。
　企業債残高対事業規模比率については、上昇傾向
にあるが、平成27年度からは大きな変動はなく、類
似団体と比較しても、低い水準となっており、適切
な投資規模となっている。
　経費回収率については、大きな変動はなく、類似
団体より低い水準である。今後も一層、維持管理の
スリム化を図り、経費削減に努めていく。
　汚水処理原価については、類似団体より高い傾向
にあり、接続率も高いことから、有収水量の増加は
ほぼ見込めない。したがって、適正な維持管理に努
め、経費の削減を徹底する。
　施設利用率については、平成25年から変動がな
く、一定の水準を保っているが、類似団体と比較し
て、平成28年度は大きな差が出ており、人口の減少
に伴い、施設規模の適正化を検討していく必要があ
る。
　水洗化率については、概ねエリア全域に普及して
おり、早期から下水道事業への取組みをしているこ
ともあって、類似団体と比較しても高い水洗化率と
なっている。しかし、一部未接続があるので、今後
も普及促進のＰＲをしていく。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　管渠改善率については、近年更新等の実績はあり
ません。今後、更新計画を策定し、長期的な視点で
検討する必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性に向け、使用料の適正設定及び、一
層の維持管理の効率化を図り、経費削減に努める必
要がある。
　また、施設の老朽化や人口減少による改築更新等
に備え、処理場・管渠等の長期的な更新計画を策定
し、健全な事業運営に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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平均値 1,197.82 1,126.77 1,044.80 1,081.80 974.93
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当該値 43.01 43.49 49.50 47.13 49.78

平均値 51.03 50.90 50.82 52.19 55.32
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400.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 378.61 379.80 340.86 356.80 341.86

平均値 289.60 293.27 300.52 296.14 283.17

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 51.98 50.85 50.85 50.85 50.85

平均値 54.74 53.78 53.24 52.31 60.65
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96.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 91.80 92.59 92.51 93.53 94.03

平均値 83.88 84.06 84.07 84.32 84.58

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【914.53】

【85.01】【59.15】【276.78】【55.73】

【1.58】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　和気町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

144.21 100.99 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 14,564

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.22 100.00 3,069 32 0.01 3,200.00 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率については、他会計に比べて、処
理区域内人口が極めて少ない為、人口の増減による
使用料収入の影響が大きい。また、平成28年度の比
率は上昇しているが、使用料以外の収入に依存して
いるので、経費回収率の向上を図る必要がある。
　企業債残高対事業規模比率については、近年、横
ばいで推移している。
　経費回収率については、類似団体より低い水準で
あり、近年、横ばいである。適正な使用料収入の確
保及び汚水処理費の削減に努める必要がある。
　汚水処理原価については、類似団体より高い水準
であり、近年、横ばいである。規模に応じた適正な
運営をし、維持管理費の削減に努める必要がある。
　施設利用率については、類似団体より低い水準で
あり、推移の変化も殆どない。処理区域内人口が極
端に少ないので、人口の減少による影響が非常に大
きくなる。人口に応じた、施設規模の適正化を図る
必要がある。
　水洗化率については、エリア全域に普及してい
る。しかし、人口の減少により施設の処理能力が過
剰になってきている。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　管渠改善率については、近年更新等の実績があり
ません。今後、管渠の更新計画の策定を実施し、長
期的な視点で検討する必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全化に向け、現在の規模に応じた維持管
理の効率化を図り、経費削減を努める必要がある。
　また、料金の適正な設定を行うことで、経営の健
全性を図る必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【559.52】

【81.31】【122.90】【295.20】【52.20】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


